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この度、平成27年3月 末で定年退職いた します。平成14年 に保健学科に着任 して以後、多 くの先
生方に大変お世話 になってきま したことを、改めて感謝 申し上げます。私は昭和49年 に大阪大学 医学部
を卒業 し、す ぐに阪大病院小児科病棟での研修を始 めま した。1年 後に県立西宮病院に勤務 しま したが、
縁あって小児神経外来を担 当す ることにな り、私 の小児神 経学 とのかかわ りが始まることにな りま した。
その後、これ までに多 くの神経疾患の子 ども達の支援 に関わってきま した。
最初に取 り組み を始 めたのはてんかんの子 どもたちで した。一時、解剖学講座 で中枢神経 の組織化学
研究 に関わ り、てんかんモデル動物 の研究にも取 り組みま した。てんかんはご存知のよ うに有病率 は1%
前後 と言 われ ています。てんかんの治療 はこの30年 間の間に飛躍的な進歩があ りま した。さらには外科
治療の取 り組みも進み、完治 をめざせる時代 になってきま した。 しか してんかんに対する社会的な偏見
はいまだに大き く、 これは世界的 に大きな課題 とされてお り、今後取 り組まな くてはな らない課題 と考
えています。 このよ うな偏見 に対す る取組 は小児期か ら行 う必要があ り、諸外国では学校教育の中でて
んかんを取 り上げているところも出てきています。
二つ 目は学校 における医療的ケアの課題です。平成25年 の文部科学省の調査では、全国の特別支援学
校で医療 的ケアを受 けている子 どもは7,842名 であ り、その全在籍者 に対す る割合は6.1%で 、多数の子
どもがそのよ うなケアを必要 としています。医療的ケアは平成23年 度か ら 「特定行為」として一定の法
的枠組みが整備 されてきま したが、府県 によってその扱 いは大きな差があ ります。学校での受け入れ態
勢の影響で。学校 に行 くことができず、在宅で過 ご している子 どももまだ多いのも実情です。学校で こ
のよ うな子 どもたちが安全に過 ごせ る体制の整備 は大きな課題 です。 この体制 を充実 させていくことの
鍵 として、医療 と教育の連携があ ります。
三つ 目は発達障害の子 ども達へ の取 り組みです。なかでも知的障害のない自閉スペ ク トラム症(ASD)
の子 どもたちはその存在 もあま り認識 され ていませ んで したが、2002年 の文部科学省 の調査によ り、診
断を受 けていない発達障害の子 どもが、通常学級に平均で6.3%い ることが明 らか にな りま した。その後、
発達障害支援法が制定 され、全国的な取 り組みが進 んできま した。ASDの 子 どもへの支援の原則 は、早
期発 見、早期対応です。私は これまでに、ペア レン トトレーニ ング(PT)な どが我が国でも有用 である
ことを実証 してきま した。 また、大阪府 における乳幼児健診での問診項 目の見直 しに取 り組み、来年度
か ら大阪府のほぼ全市町村 において、新 しい問診項 目に よる健診 が行 われ ることとな りま した。 さらに
は保健師 などの支援職 を対象 としたPTの 研修や 医師のための発達障害診療研修 も始 めています。
これ か らも様々な障害を持つ子 どもたちの支援 に継続的に取 り組んでいきたい と思っています。
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平成27年3月31日 に定年退職 します。大阪大学では、昭和46年4月 か ら、福島区の旧病院の小児科
病棟(東4階 病棟)の 看護 師 として7年 間、医療短 大の助手 とて7年 間、小児看護の実践 と教育のスタ
ー トをさせていただきま した。就職 当時の小児科病棟 には、全国か ら集 まった重症度が高 く、珍 しい疾
患の子 どもた ちと、子 どもに付 き添って病院で暮 らしている親御 さんたちがいま した。その当時の病棟
は亡 くなる子 どもが多かった印象があります。 自分 より小 さい子が次々 と亡くなってしま うのはや りき
れない思いで一杯で したが、それでも看護 師を継続できたのは、命の最後の瞬間まで諦めない子 どもの
姿 と、命 の瀬戸際になっても親の ことを気遣 う子 どもの優 しさに触れたからだ と思っています。 さらに
助手になってか らは、同じ子 どもを継続 して受持つ実習や受 け持った子 どものその後の経過 を学習す る
プ ログラムを通 じて、病棟 にいる時の子 どもや親だけでな く、外来通院 、復帰 した学校生活、施設への
通園な ど、実際に在宅 の子 どもの生活を知 ることができ、受 け持ちの子 どもや家族 と深 くかっ視野 を広
げて接 して小児看護 を考える貴重な経験 をさせ ていただ きました。
その後 、他大学や種 々の病院での経験を経て、平成14年 か ら保健学科 に着任 し、再度大阪大学で小児
看護学を教える機会を得ま した。少子化が進み、周囲に小 さい子 どもがいない環境で育っている学生が、
子 どもの発達 を理解 した うえで、個々の子 どもに応 じた必要なケアを考 えるのは難 しい と思います。 し
か し、少子化で、 しかも在宅で医療的ケアが必要な状態で生活 してい る子 どもが増えている社会である
か らこそ、しっか りと子 どもを理解 した上で、子 どもの健康 を保持 し、ケアを必要 とする子 どもと家族
のニーズに応 えることができる人材 の育成は重要です。保健学科の学生は、モチベーシ ョンを刺激す る
ことに成功すれば、最初は興味や関心を示 さなかった学生もどんどん変化 し、また理解力な どの基礎能
力が高いので短期間で も目に見えて成長す る人がいます。育て甲斐があることは、私 には興味深 く、や
り甲斐を感 じて過 ごしてきま した。この教育の背景には、病棟 のセンター化に加 えて 「2週問の同 じ指導
者を担当に して下 さい」 とい う私 の要望を勤務表 のや り繰 りをして叶 えてくださった看護師長 さん、学
生の成長 をともに喜んで くだ さった実習指導の看護師の皆 さん、さらに私の研究室で研究に励んで くれ
た多 くの院生、修了生の新家講師や高島助教を教員 に迎 えることができたことも大き く影響 していると
思 っています。 また、保健学科の教員や事務職の皆様の暖かな支援 も、私の大阪大学の締 めくく りを充
実 した思い出にす るこ とができた大 きな一因であると思います。皆様 に心よ り感謝 しています。
保健学科を卒業 した学生や院生が社会の中で どん どん活躍 され、保健学科が今後ますます発展 され る
ことを心 よ り願 ってお ります。
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